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まえ， 8 月 4 日に，学科会議にかけたのが，以下の報告書である．
第１回教育学部構想委員会報告 平成18年 8 月 4 日







































さて，この 8 月 4 日の学科での審議を経て， 8 月 20 日に第 2 回学部構想委
員会が開かれた．以下にその時のペーパーを掲載する．
第 2 回学部構想委員会 平成18年 8 月20日

















◆教育学部 180 小・中学校教育コース 100…小・中・高一種の免許
スポーツ・健康科学コース 30…小・中・高一種の免許
（ 1 ）スポーツ・健康科学コースで教員が３名必要となる
（ 2 ）保育士課程は 6 系列(①保育の本質・目的の理解②保育の対象の理解
に関する科目③保育の内容・方法の理解に関する科目④基礎技能⑤保
育実習⑥総合演習）で 6 人必要→本学では福祉関係と保健関係の最低













































保育・幼稚園コースが最低 2 名，学校心理学コースが 3 名，スポーツ・健
康科学コースが 3 名，他に，学部として全科目をそろえる必要があること
































































































































































































































































































































































































































































・（英文） 教育学部 Faculty of Education
教育学科 Department of Education


















































































として，教授 2 名（うち博士 1 名），准教授 4 名（うち博士 1 名，特任 1 名），
講師 1 名，助教 1 名の計 8 名を，幼稚園免許に関わる者として，教授 1 名，
准教授 3 名（うち博士 1 名），講師 1 名，助教 1 名の計 6 名を配置した．
次に，教職に関する科目を担当する教員には，初等教育免許に関わる者
として，教授 4 名（うち特任 1 名），准教授 2 名，講師 1 名，助教 1 名の
計 8 名を，幼稚園免許に関わる者として，教授 3 名（うち特任 1 名），准
教授 2 名，講師 1 名，助教 1 名の計 7 名を，中等教育免許に関わる者とし










































































































































































































































ととして，共通科目については 30 単位（ 7 単位必修を含む）以上，専門










































































































法令科目 単位数 本学開講科目（期間等） 単位数 履修学年 履修条件






2 年 2 月

















































































































（ 2 ） ｢将来計画・自己点検評価委員会」を設置（平成6年4月～平成7年3月），
① 第 1 次（試行）自己点検の実施
























（ 3 ）第 1 回自己点検・評価の実施（平成 7 年 9 月～平成 9 年 3 月）
① 「皇學館大学自己点検報告書－現状と課題－平成 7 年度」の刊行（平
成 8 年 7 月）
② 「皇學館大学自己点検報告書－学生生活と就職－平成 7・8 年度」の
刊行（平成 9 年12月）





（ 5 ）第 3 回自己点検・評価の実施（平成11年 4 月～平成13年 3 月）









⑥ 「改善報告書」を（財）大学基準協会へ提出（平成17年 7 月）

















































・第 1 回 FD 講演会開催









・第 2 回 FD 講演会開催
講師：河合塾大学事業本部評価研究部部長 滝 紀子 氏
演題：「学生による授業評価
～14 大学の授業評価制度の総括と今後の課題」
・大学コンソーシアム京都主催 第11回 FD フォーラム出席

































































































































本立ちしてからすでに丸 3 年が経過し，来る 4 月に入学してくる学生によって
1 学年から 4 学年まですべて学部学生が籍をうめることになるからである．文

















三重大学を凌ぐことになるのである．それは現時点（平成 28 年 4 月）まで，4
年間続いている．






























































































































入学年度 現学年 総計 学校教育 幼児教育 スポーツ 特別支援
1 期生 H20 H24年 3 月卒業 228 126 59 43
2 期生 H21 H25年 3 月卒業 220 139 41 40
3 期生 H22 H26年 3 月卒業 256 130 69 48 9
4 期生 H23 H27年 3 月卒業 230 151 49 21 9
5 期生 H24 H28年 3 月卒業 230 139 55 25 11
6 期生 H25 4 年生 255 155 50 32 18
7 期生 H26 3 年生 240 135 62 19 24















もうひとつ，本文中に幾度も触れているが， 7 ～ 8 年前には団塊の世代の退
職のため採用数が増えるということであった．しかし，本文を認めている現時
点（平成28年 1 月）ではすでにそのような時期も去り，少子化とあいまって採
用数も減少へと向いつつある．今後，定員数を減らすなどこうした時代の変化
にも柔軟に対応していかねばならないであろう．
最後に，新学部になって赴任された先生方や，これから入ってこられる先生
方にぜひとも本文を読んでいただけたらと期待する．そうして本学教育学部の
成り立ちやそこにこめられた思いを感得していただいて，本学の教育にあたっ
ていただきたいと切に願うものである．
（本稿の 1 部はもともと『大学130年史』に収められるべきものであったが，
諸般の事情によりそれがかなわず，それを大幅に書き加えて，本誌に掲載され
たものである．しかし経緯はそのようであるが，ちょうど教育学科が40周年を
迎えるのに相応しい内容にもなっていると思われるので，ここに掲載されたこ
とでかえって所を得たようにも思う．）
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